
 
柱の弾性変形について 

 
柱の弾性変形は、材端の弾塑性要素の曲げ変形、中央の弾性要素の曲げ変形の和です。 
(簡単のため、せん断変形は無視します。) 
 
 
■材端が単軸バネの場合 

テクニカルマニュアル『2.7 曲げモーメント分布』「①逆対称モーメント分布」参照 
 
□単軸バネ 
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□中央線材 
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■材端がMSモデルの場合 

テクニカルマニュアル『3.2 マルチスプリングモデル(MS モデル)』「3.2 .2 初期柔性の修

正」参照 

 
□MS要素 
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□中央線材 
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MSモデルの場合、塑性ヒンジ長さの設定により、中央線材の変形を考慮する必要がありま
す。 5.021 となるような塑性ヒンジ長さを設定していただければ、MS 要素の変形と
単軸バネの変形が一致します。 


